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２．研究課題名（データーベース化のため英訳を加えてください。） 

  和文：揺籃期の日本列島のテクトニクス：オルドビス～シルル系中の砕屑性ジルコンからの検討 
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４．参加者の詳細（研究代表者を含む。必要に応じ行を追加すること） 

氏 名 所属・職名 参加内容 

大藤 茂 富山大学大学院理工学研究部・教授 研究総括 

高地吉一 富山大学大学院理工学教育部・博士課程学生 蓮華帯の変成岩類の研究 

山北 聡 宮崎大学教育文化学部・准教授 黒瀬川帯に関する情報提供 

折橋裕二 東京大学地震研究所・助教 ジルコンの年代測定 

 

５．研究計画の概要（申請書に記載した「研究計画」を 800 字以内でご記入ください。変更がある場

合、変更内容が分かるように記載してください。） 

 申請者等は，貴所の平成２２～２４年度共同研究で，日本列島，ロシア沿海州，及び韓国臨津江帯の付加

体砂岩中の砕屑性ジルコンの年代分布を調べ，データベース化しつつある。今のところの結果と解釈は，大

枠以下の様にまとめられる。 

①デボン紀～石炭紀付加体の砂岩は，中太古代～新原生代のジルコンを 60% 程含む→これらの付加体は大

陸縁の陸弧に付加した。また，②・③との比較より，付加した大陸は韓半島を含む北中国地塊ではない。 

②後期ペルム紀付加体の砂岩は，ペルム紀（299～252 Ma）のジルコンのみを含む。一方，韓半島の上部ペ

ルム系砂岩は，古原生代のジルコンを 84～93% 含む（Lee, Choi and Orihashi, 2012）→後期ペルム紀付加

体は，韓半島から離れた島弧に付加した。 

③後期三畳紀～ジュラ紀付加体の砂岩は，古原生代のジルコンを 70% 以上含む→これらの付加体は，北中

国地塊に付加した。②の島弧は後期三畳紀までに北中国地塊へ衝突し，現在のアジア東縁の弧－海溝系が

形成されたと解釈される。 

 本研究では，上記①～③の解釈と元になるデータベースを確立した上で，日本及び近隣諸国のオルドビス

～シルル系に焦点を当て，揺籃期の日本列島のテクトニクスを解読する。具体的に，飛騨外縁帯，南部北上

帯，及び黒瀬川構造帯（いずれも浅海成オルドビス～シルル系とされる地層が分布）と蓮華帯（三郡変成帯

の一部をなす付加体起源の高圧変成帯；K-Ar 変成年代＝400～300 Ma）において砂岩や凝灰岩を採取し，

砕屑性ジルコン年代分布から堆積年代を拘束した上で，テクトニクス場や後背地の情報を読みとる。日本列

島は海洋性島弧として形成を開始し，その際，大江山，早池峰などの５億年前のオフィオライトが定置した

とするのが定説である（Isozaki et al., 2011）。本研究により，その定説の当否や，（定説通りだったとして）

海洋性島弧から上記①の様な陸弧になるまでのテクトニクス場の変化が解明されるものと考える。 

 



６．研究成果の概要（図を含めて１頁で記入してください。） 

キーワード（3~5 程度）：日本列島，オルドビス紀，シルル紀，砕屑性ジルコン，テクトニクス 

 研究計画を達成するために，飛騨外縁帯（一重ヶ根層，影路層，呂瀬層），南部北上帯（薬師川層，名目

入沢層，久出内川変成岩類），黒瀬川構造帯（岡成層群，横倉山層群，辷谷層群），及び蓮華変成岩類のオル

ドビス～デボン系砂岩試料を採取し，砕屑性ジルコン（各試料 100 粒以上）の年代分布を調べた。一重ヶ根

層，南部北上帯の３地質単元，及び蓮華変成岩類は５億年前のオフィオライトに伴う地層だが，黒瀬川構造

帯ではその様な産状のオルドビス～デボン系は見出せなかった。 

 分析の結果，いずれの砂岩試料も中～新原生代（超大陸ロディニア形成に係るグレンヴィル造山期～ゴン

ドワナ大陸形成に係るパン・アフリカ造山期）のジルコンを

相当量含む（図１）ことがわかった。このことはまず，いず

れの砂岩試料もオルドビス～デボン紀の海洋性島弧ではな

く，先カンブリア時代の基盤岩類を含む大陸縁辺で堆積した

ことを示す。東アジアからオセアニアで，中～新原生代の火

成作用が知られているのは，オーストラリアと中央アジア造

山帯の地塊群（ハンカ，佳木斯，ツヴァ－モンゴル地塊など）

である。これらの地塊は，年代学，古生物地理学，古地磁気

学などから，後期原生代～前期古生代にゴンドワナ大陸をな

していたと考えられている。従って，現段階では，日本列島がゴンドワナ大陸縁辺で成長を開始した蓋然性

が最も高い。Isozaki et al. (2011) などで提唱されている海洋性島弧モデルは，決して否定されるものではな

いが，積極的に支持する根拠が未だ乏しい。 

 以上の分析と並行して，平成２４年度までに採取した試料の分析も継続した。その結果，日本列島及びモ

ンゴルの諸地帯を構成する地質体の形成・進化過程が明らかになってきた。これら地質体の多くは，①ゴン

ドワナ大陸に起源をもつが，②先カンブリア・ジルコンの供給されない（恐らく海洋性島弧）環境を経て，

③多量の古原生代ジルコンが供給され中～新原生代ジルコンの供給に乏しい北中国地塊縁辺へと移動する

という共通の進化史を辿る。しかし，①から②，②から③への移行時期は地質体毎に異なる。それらをまと

めたのが図２である。例えば，飛騨外縁帯のペルム～下部三畳系砂岩は先カンブリア・ジルコンを含まない

が，中部三畳系砂岩は古原生代ジルコンを含む。従って，飛騨外縁帯浅海成層を堆積させた陸塊は，前期～

中期三畳紀に北中国地塊と接合したと考えられる（論文 2）。一方，南部北上帯では，上部石炭～下部ジュラ

系砂岩は先カンブリア・ジルコンを含まないが，中部ジュラ系砂岩は古原生代ジルコンを含む。南部北上帯

浅海成層を堆積させた南部北上古陸は，前～中期ジュラ紀に北中国地塊と接合したと解釈される（論文 3）。

本研究の分析結果より，日本列島及びモン

ゴルは，ゴンドワナ大陸のパン・アフリカ

造山期の火成岩類をもつ地域に起源をも

ち，ゴンドワナ大陸から逐次分裂し，北中

国地塊に逐次接合した小地塊の集合体で

ある蓋然性が高い。近年，南部北上古陸を 

Greater South China の一部とする考えが

提示されたが（Isozaki et al., 2014），南部

北上古陸が北中国地塊と接合した時期（前

～中期ジュラ紀）は，南北中国地塊の衝突

時期より５千万年も後のこととなる。 

 

図２ 砕屑性ジルコンの年代分布から見た，日本とモンゴルの諸地帯の変

位・形成史概略．左側の年代の単位は，億年前． 

図１ 蓮華変成岩類の分析結果の一例．横軸はジル
コンの年代値，縦軸は頻度（個数）を示す．右上
の数字は，上からジルコン年代下限値，先カンブ

リア・ジルコンの個数比，及び分析粒子数． 
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